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２
０
１
７
年
１
月
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

は
２
千
人
の
失
業
者
を
対
象
に
月
額
５

６
０
€
≒
６
万
８
千
円
を
支
払
う
制
度

を
導
入
。
国
家
レ
ベ
ル
で
最
初
の
「
ベ

ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム
＝
Ｂ
Ｉ
」。
バ

か
ら
老
爺
・
老
婆
ま
で
全
て
の
国
民
に

世
帯
単
位
で
な
く
個
人
単
位
で
分
け
隔

て
な
く
、
最
低
限
必
要
な
所
得
を
「
配

当
」
と
し
て
届
け
る
生
存
権
と
し
て
の

所
得
保
障
＝
Ｂ
Ｉ
へ
、
従
来
の
控
除
や

手
当
の
概
念
か
ら
抜
け
出
し
ま
し
た
。

　

Ｂ
Ｉ
を
１
人
月
額
５
万
円
、
年
間
60

万
円
支
給
。
所
得
税
率
一
律
30
％
。
こ

の
仮
定
で
制
度
設
計
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

年
収
２
０
０
万
円
の
個
人
は
60
＋
（
２

０
０
×
０
・
７
）
＝
２
０
０
万
円
。
同

じ
く
年
収
２
０
０
万
円
の
４
人
家
族
は

（
60
×
４
）
＋
（
２
０
０
×
０
・
７
）

＝
３
８
０
万
円
。
年
収
４
５
０
万
円
の

４
人
家
族
は
（
60
×
４
）
＋
（
４
５
０

×
０
・
７
）
＝
５
５
５
万
円
。
勤
労
意

欲
を
失
わ
せ
、
人
間
を
怠
惰
に
す
る
、

と
の
風
評
と
は
異
な
り
、
ど
の
所
得
層

も
働
く
と
そ
の
分
、
使
え
る
お
金
が
増

え
る
。
そ
れ
が
Ｂ
Ｉ
で
す
。

　

雇
用
や
家
族
の
形
態
は
「
多
様
化
」

し
、
人
口
構
造
は
逆
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
。

終
身
雇
用
の
正
社
員
が
結
婚
し
、
子
供

を
授
か
る
前
提
で
組
み
立
て
ら
れ
た
社

会
保
障
制
度
は
、
現
実
の
社
会
と
乖か
い
り離

し
て
い
ま
す
。
貧
困
・
失
業
・
高
齢
・

障し
ょ
う
が
い碍

等
の
人
々
を
支
援
す
る
、
従
来

型
の
社
会
保
障
は
複
雑
で
多
層
的
。
口

利
き
等
の
裁
量
行
政
の
温
床
と
な
り
が

ち
で
す
。
生
活
保
護
や
失
業
保
険
の
受

給
者
が
ア
ル
バ
イ
ト
す
る
と
支
給
金
額

が
削
減
さ
れ
る
の
も
、「ゲ
ッ
ト
ー
廓
」か
ら
脱
却

す
る
意
欲
を
減
退
さ
せ
る
〝
負
の
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ヴ
〞。
反
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム

の
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ネ
グ
リ
に
留
ま
ら
ず
、

新
自
由
主
義
の
ミ
ル
ト
ン
・
フ
リ
ー
ド

マ
ン
も
給
付
金
と
し
て
〝
負
の
所
得

税
〞＝
Ｂ
Ｉ
を
提
唱
し
て
い
た
理
由
で
す
。

　

少
な
か
ら
ぬ
読
者
諸
氏
は
訝
る
で
し

ょ
う
。
１
人
月
額
５
万
円
の
Ｂ
Ｉ
を

１
・
27
億
人
の
国
民
に
配
当
す
る
に
は

76
・
２
兆
円
が
必
要
。
そ
の
「
財
源
」

は
ど
う
す
る
と
。
経
営
者
も
含
め
組
織

か
ら
給
料
を
得
て
い
る
雇
用
者
報
酬
が

総
額
２
６
０
兆
円
。
所
得
税
率
を
一
律

30
％
で
78
兆
円
。
十
分
実
施
可
能
な
シ

ス
テ
ム
な
の
で
す
。

　

個
人
所
得
税
制
に
於
け
る
所
得
控
除

は
不
要
と
な
り
、
税
制
と
社
会
保
障
制

度
の
統
合
が
実
現
し
、
社
会
保
険
料
の

徴
収
や
記
録
に
関
わ
っ
て
い
た
役
所
と

経
費
、
福
祉
給
付
で
不
可
欠
だ
っ
た
資

力
・
財
産
調
査
に
投
じ
る
人
員
も
経
費

も
不
要
に
。
斯
く
て
、
大
き
い
政
府
・

小
さ
い
政
府
の
二
元
論
を
超
越
し
た
、

よ
り
良
き
ア
ウ
ト
カ
ム
を
生
み
出
す
効

率
的
な
政
府
や
行
政
、
経
済
や
社
会
が

到
来
。
利
益
に
課
税
す
る
法
人
税
か
ら
、

事
業
規
模
や
活
動
量
に
広
く
薄
く
課
税

す
る
外
形
標
準
課
税
へ
と
大
転
換
す
れ

ば
、
Ｂ
Ｉ
だ
け
で
は
救
い
き
れ
ぬ
障
碍

者
、
母
子
・
父
子
家
庭
へ
の
積
極
的
な

加
算
を
実
施
す
る
余
裕
も
生
み
出
し
ま

す
。
Ｂ
Ｉ
と
は
「
脱
・
行
政
の
肥
大

化
」「
脱・福
祉
の
切
り
捨
て
」
を
実
現

す
る
触
媒
で
も
あ
る
の
で
す
。

　

保
険
料
納
付
が
免
除
・
猶
予
さ
れ
て

い
る
低
所
得
者
や
学
生
も
含
め
た
、
20

歳
か
ら
60
歳
迄
の
加
入
対
象
者
全
体
の

納
付
率
が
驚
く
勿
れ
40
・
７
％
と
低
迷

す
る
日
本
の
国
民
保
険
は
、
既
に
破
綻

状
態
。
現
物
支
給
の
医
療
・
介
護
を
含

め
住
宅
・
教
育・出
産
等
の
扶
助
を
受

け
る
生
活
保
護
世
帯
は
１
６
３
万
世
帯

に
増
大
す
る
一
方
、
最
低
賃
金
労
働
者

は
年
金
や
健
康
保
険
、
税
金
の
支
払
い

義
務
を
負
い
、「
実
質
収
入
逆
転
現

象
」
は
解
消
さ
れ
ぬ
儘
。
在
宅
の
家
事

や
育
児
や
介
護
も
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
計
上
さ

れ
な
い
日
陰
の
存
在
に
留
め
置
か
れ
て

い
ま
す
。
が
、
そ
れ
ら
の
営
為
を
担
う

家
族
や
パ
ー
ト
ナ
ー
の
お
陰
で
一
意
専

心
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
向
上
に
貢
献
し
得
た
記
憶

が
読
者
諸
氏
に
も
蘇
る
で
し
ょ
う
。

　

一
部
の
超
富
裕
層
と
そ
の
他
の
大
多

数
へ
と
二
極
化
を
齎も
た
ら
し
、
雇
用
の
あ

り
方
を
激
変
さ
せ
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
と
Ａ
Ｉ
。

今
こ
そ
発
想
と
仕
組
を
変
え
、
Ｂ
Ｉ
導

入
で
「
新
し
い
生
き
方
」
の
余
裕
を

個
々
人
に
与
え
る
べ
き
な
の
で
す
。

ラ
マ
キ
政
策
と
は
異
な
り
ま
す
。

「
世
界
で
最
も
競
争
的
な
経
済
を
実
現

し
、
国
民
が
極
め
て
良
好
な
生
活
を
営

む
社
会
」
と
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
が
評
価
し
た
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
。生
ま
れ
た
ば
か
り
の
乳
児 ベーシック・インカム

★
次
号
３
月
号
の
発
行
日
は
２
月
24
日（
第
４
金
曜
日
）で
す
。


